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概要 

LB1847は、PWM電流制御バイポーラ駆動(OFF時間固定方式)のステッピングモータドライバ用ICである。

本ICの特長として、VREF電圧一定で15段階の電流設定ができ、1-2相励磁から4W1-2相励磁駆動を可

能とする。また、電流減衰切換え機能(SLOW DECAY,FAST DECAY,MIX DECAY)によりチョッピングOFF

時の回生電流の減衰を速くし電流設定値への追従性を向上させ、低振動、高精度の制御を要求され

るプリンタ等のキャリジ,紙送り用のステッピングモータのドライブに最適である。 

 

特長 

・PWM電流制御(OFF時間固定方式) 

・負荷電流のデジタル選択機能(1-2,W1-2,2W1-2,4W1-2相励駆動可能) 

・電流減衰切換え機能(SLOW DECAY,FAST DECAY,MIX DECAYモード) 

・同時ON防止機能(貫通電流防止) 

・ノイズキャンセル機能 

・サーマルシャットダウン回路内蔵 

・ロジック低電圧OFF回路内蔵 

 
絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

モータ供給電圧 VBB  50 V 

出力ピーク電流 IO peak tW≦20μs 1.75 A 

出力連続電流 IO max  1.5 A 

ロジック電源電圧 VCC  7.0 V 

ロジック入力電圧範囲 VIN  －0.3～VCC V 

エミッタ出力電圧 VE  1.0 V 

IC単体 3.0 W 許容消費電力 Pd max 

無限大放熱板付き 20 W 

動作周囲温度 Topr  －20～＋85 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

 

 

 

 

モノリシックリニア集積回路 

PWM電流制御方式 
ステッピングモータドライバ 

注文コード No.N5982A 

データシート No.N5982 をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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許容動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

モータ供給電圧範囲 VBB  10～45 V 

ロジック電源電圧範囲 VCC  4.75～5.25 V 

リファレンス電圧範囲 VREF  0.0～3.0 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VBB=45V,VCC=5V,VREF=1.52V 

項目 記号 条件 min typ max unit

出力部      

IBB ON  2.3 3.5 5.0 mA 出力段供給電流 

IBB OFF  0.5 0.8 1.1 mA 

VO(sat)1 IO=＋1.0A,シンク 1.2 1.6 V 

VO(sat)2 IO=＋1.5A,シンク 1.5 1.9 V 

VO(sat)3 IO=－1.0A,ソース 1.9 2.2 V 

出力飽和電圧 

VO(sat)4 IO=－1.5A,ソース 2.2 2.4 V 

IO(leak)1 VO=VBB,シンク  50 μA 出力リーク電流 

IO(leak)2 VO=0V,ソース －50   μA 

出力サステイン電圧 VSUS L=15mH,IO=1.5A,設計保証値※ 45   V 

ロジック部      

ICC ON I4=3.2V,I3=3.2V,I2=3.2V,I1=3.2V 19.5 26 36.5 mA ロジック供給電流 

ICC OFF ENABLE=3.2V 10.5 15 19.5 mA 

VIH 「H」レベル入力 3.2   V 入力電圧 

VIL 「L」レベル入力  0.8 V 

IIH VIH=3.2V  100 μA 入力電流 

IIL VIL=0.8V －10   μA 

I4=3.2V,I3=3.2V,I2=3.2V,I1=3.2V 0.470 0.50 0.525 V 

I4=3.2V,I3=3.2V,I2=3.2V,I1=0.8V 0.445 0.48 0.505 V 

I4=3.2V,I3=3.2V,I2=0.8V,I1=3.2V 0.425 0.46 0.485 V 

I4=3.2V,I3=3.2V,I2=0.8V,I1=0.8V 0.410 0.43 0.465 V 

I4=3.2V,I3=0.8V,I2=3.2V,I1=3.2V 0.385 0.41 0.435 V 

I4=3.2V,I3=0.8V,I2=3.2V,I1=0.8V 0.365 0.39 0.415 V 

I4=3.2V,I3=0.8V,I2=0.8V,I1=3.2V 0.345 0.37 0.385 V 

I4=3.2V,I3=0.8V,I2=0.8V,I1=0.8V 0.325 0.35 0.365 V 

I4=0.8V,I3=3.2V,I2=3.2V,I1=3.2V 0.280 0.30 0.325 V 

I4=0.8V,I3=3.2V,I2=3.2V,I1=0.8V 0.240 0.26 0.285 V 

I4=0.8V,I3=3.2V,I2=0.8V,I1=3.2V 0.195 0.22 0.235 V 

I4=0.8V,I3=3.2V,I2=0.8V,I1=0.8V 0.155 0.17 0.190 V 

I4=0.8V,I3=0.8V,I2=3.2V,I1=3.2V 0.115 0.13 0.145 V 

センス電圧 VE 

I4=0.8V,I3=0.8V,I2=3.2V,I1=0.8V 0.075 0.09 0.100 V 

リファレンス電流 IREF VREF=1.5V －0.5   μA 

CR端子電流 ICR CR=1.0V －4.6  －1.0 mA 

MD端子電流 IMD MD=1.0V,CR=4.0V －5.0   μA 

DECAY端子電流「L」 IDECL VDEC=0.8V －10   μA 

DECAY端子電流「H」 IDECH VDEC=3.2V  5 μA 

サーマルシャットダウン温度 TSD 設計保証値※ 170  ℃ 

ロジックON電圧 LVSD1  3.35 3.65 3.95 V 

ロジックOFF電圧 LVSD2  3.20 3.50 3.80 V 

LVSDヒステリシス幅 ΔLVSD  0.065 0.15 0.23 V 

※設計保証値であり、測定は行わない。 
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外形図 

unit:mm (typ) 

3147C 
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ピン配置図 
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ブロック図 
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端子説明 

端子 

番号 
端子名 機能 

1 MD MIX DECAYにてFASTモードとSLOWモードのOFF時間を設定する端子。 

設定入力範囲：4V～1.5V 

2 

13 

VREF1 

VREF2 

出力電流設定用基準電源端子。 

設定電圧範囲：0～3V 

3 

12 

CR1 

CR2 

スイッチング時の出力OFF時間設定端子。 

4 

11 

E1 

E2 

センス抵抗REで設定電流を制御する端子。 

5 

10 

DECAY1 

DECAY2 

SLOWモード, FASTモードを選択する端子。 

SLOW DECAY：H 

FAST DECAY：L 

6 

7 

8 

9 

OUTA 

OUTA 

OUTB 

OUTB 

出力端子。 

14 VBB 出力段電源電圧端子。 

15 GND GND端子 

27 

16 

PHASE1 

PHASE2 

出力相切換え入力端子。 

26 

17 

ENABLE1 

ENABLE2 

出力ON,OFF設定入力端子。 

22,23 

24,25 

21,20 

19,18 

IA4,IA3 

IA2,IA1 

IB4,IB3 

IB2,IB1 

出力電流設定デジタル入力端子。 

15段階の電圧設定。 

28 VCC ロジック部電源電圧端子。 
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真理値表 

PHASE ENABLE OUTA OUTA 

H L H L 

L L L H 

－ H OFF OFF 

 

設定電流の真理値表 

IA4 IA3 IA2 IA1 設定電流 Iout 電流比(%)

1 1 1 1 11.5/11.5×VREF/3.04RE=Iout 100 

1 1 1 0 11.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 95.65 

1 1 0 1 10.5/11.5×VREF/3.04RE=Iout 91.30 

1 1 0 0 10.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 86.95 

1 0 1 1 9.5/11.5×VREF/3.04RE=Iout 82.61 

1 0 1 0 9.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 78.26 

1 0 0 1 8.5/11.5×VREF/3.04RE=Iout 73.91 

1 0 0 0 8.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 69.56 

0 1 1 1 7.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 60.87 

0 1 1 0 6.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 52.17 

0 1 0 1 5.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 43.48 

0 1 0 0 4.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 34.78 

0 0 1 1 3.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 26.08 

0 0 1 0 2.0/11.5×VREF/3.04RE=Iout 17.39 

※電流比(%)は、計算上の設定値である。 

 

電流減衰切換え真理値表 

電流減衰モード DECAY端子 MD端子 出力チョッピング 

SLOW DECAY H L 上側チョッピング 

FAST DECAY L L 両側チョッピング 

MIX DECAY L 
4V～1.5Vの 

設定入力電圧

CR電圧＞MD：両側チョッピング 

CR電圧＜MD：上側チョッピング 
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シーケンス表 

 A相 B相 

No. IA4 IA3 IA2 IA1 ENA1 PHA1 Iout IB4 IB3 IB2 IB1 ENA2 PHA2 Iout
1-2相 W1-2相 2W1-2相 4W1-2相

0 1 1 1 1 0 0 100% 0 0 1 0 1 * 0% ○ ○ ○ ○ 

1 1 1 1 1 0 0 100 0 0 1 0 0 0 17.39    ○ 

2 1 1 1 1 0 0 100 0 0 1 1 0 0 26.08   ○ ○ 

3 1 1 1 0 0 0 95.65 0 1 0 0 0 0 34.78    ○ 

4 1 1 0 1 0 0 91.30 0 1 0 1 0 0 43.48  ○ ○ ○ 

5 1 1 0 0 0 0 86.95 0 1 1 0 0 0 52.17    ○ 

6 1 0 1 1 0 0 82.61 0 1 1 1 0 0 60.87   ○ ○ 

7 1 0 1 0 0 0 78.26 1 0 0 0 0 0 69.56    ○ 

8 1 0 0 1 0 0 73.91 1 0 0 1 0 0 73.91 ○ ○ ○ ○ 

9 1 0 0 0 0 0 69.56 1 0 1 0 0 0 78.26    ○ 

10 0 1 1 1 0 0 60.87 1 0 1 1 0 0 82.61   ○ ○ 

11 0 1 1 0 0 0 52.17 1 1 0 0 0 0 86.95    ○ 

12 0 1 0 1 0 0 43.48 1 1 0 1 0 0 91.30  ○ ○ ○ 

13 0 1 0 0 0 0 34.78 1 1 1 0 0 0 95.65    ○ 

14 0 0 1 1 0 0 26.08 1 1 1 1 0 0 100   ○ ○ 

15 0 0 1 0 0 0 17.39 1 1 1 1 0 0 100    ○ 

16 0 0 0 1 1 * 0 1 1 1 1 0 0 100 ○ ○ ○ ○ 

17 0 0 1 0 0 1 17.39 1 1 1 1 0 0 100    ○ 

18 0 0 1 1 0 1 26.08 1 1 1 1 0 0 100   ○ ○ 

19 0 1 0 0 0 1 34.78 1 1 1 0 0 0 95.65    ○ 

20 0 1 0 1 0 1 43.48 1 1 0 1 0 0 91.30  ○ ○ ○ 

21 0 1 1 0 0 1 52.17 1 1 0 0 0 0 86.95    ○ 

22 0 1 1 1 0 1 60.87 1 0 1 1 0 0 82.61   ○ ○ 

23 1 0 0 0 0 1 69.56 1 0 1 0 0 0 78.26    ○ 

24 1 0 0 1 0 1 73.91 1 0 0 1 0 0 73.91 ○ ○ ○ ○ 

25 1 0 1 0 0 1 78.26 1 0 0 0 0 0 69.56    ○ 

26 1 0 1 1 0 1 82.61 0 1 1 1 0 0 60.87   ○ ○ 

27 1 1 0 0 0 1 86.95 0 1 1 0 0 0 52.17    ○ 

28 1 1 0 1 0 1 91.30 0 1 0 1 0 0 43.48  ○ ○ ○ 

29 1 1 1 0 0 1 95.65 0 1 0 0 0 0 34.78    ○ 

30 1 1 1 1 0 1 100 0 0 1 1 0 0 26.08   ○ ○ 

31 1 1 1 1 0 1 100 0 0 1 0 0 0 17.39    ○ 

*: Don’t care.  
Ioutのパーセント(%)は、計算上の設定値である。 
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PWM駆動時の各端子スイッチングタイムチャート 

 
SLOW DECAY(上側チョッピング) 

DECAY端子：H   MD端子：L設定 

tn

 
 

FAST DECAY 

DECAY端子：L   MD端子：L設定 
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MIX DECAY 

tm

tn

toff

ton

 
 

ton ：出力のON時間 

toff：出力off時間 

tm  ：MIXDECAYモード時のFAST DECAY時間 

tn  ：ノイズキャンセル時間 

 

MIX DECAY ロジック設定 

DECAY端子：L 

MD端子：1.5V～4.0Vの電圧を設定 

CR電圧とMD端子電圧の比較により 

両側チョッピング、上側チョッピング動作する。 

CR電圧＞MD端子電圧：両側チョッピング 

CR電圧＜MD端子電圧：上側チョッピング 
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FAST DECAY時の電流経路 

上側Trスイッチング動作時の回生電流 

 

ON
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SBDSBD
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FAST DECAY時の電流経路 
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設定電流合成ベクトル図(1ステップを90°に正規化) 
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No. θ 回転角 合成ベクトル 

0 θ0 0° 100.0 

1 θ1 9.87° 101.5 

2 θ2 14.6° 103.35 

3 θ3 20.0° 101.78 

4 θ4 25.5° 101.12 

5 θ5 30.96° 101.4 

6 θ6 36.38° 102.61 

7 θ7 41.63° 104.7 

8 θ8 45.0° 104.5 

9 θ9 48.37° 104.7 

10 θ10 53.62° 102.61 

11 θ11 59.04° 101.4 

12 θ12 64.5° 101.12 

13 θ13 70.0° 101.78 

14 θ14 75.4° 103.35 

15 θ15 80.13° 101.5 

16 θ16 90.0° 100.0 

※回転角、合成ベクトル値は計算上の設定値である。 
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設定電流波形モデル図 
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応用回路例 
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15kΩ 470pF

42V
47μF

1.5V~4.0V

1.5V

5V10μF

 
 

 

使用上の注意点 

1.外付けダイオードについて 

本ICは、SLOW DECAYモード時に上側Trスイッチング駆動、FAST DECAYモード時には、上下Trスイ

ッチング駆動のシステムであるため、OUT－GND間にスイッチングOFF時の回生電流用の外付けダイ

オードが必要である。VFの小さいショットキバリアダイオードを使用すること。 

 

2.VREF端子について 

VREF端子は、設定電流の基準電圧入力端子であるため、ノイズの影響を受けないよう十分注意す

ること。入力電圧範囲は、0～3.0Vである。 

 

3.GND端子について 

本ICは、大電流をスイッチングするためGND廻りに十分注意すること。大電流が流れるところは、

低インピーダンスなパターンにして、小信号系とは分離する。特にE端子のセンス抵抗REのGNDと

外付けショットキバリアダイオードのGNDは、IC GNDの近傍に設置すること。 

VCC－GND間、VBB－GND間のコンデンサは、パターン配線上VCC、VBB端子近傍に設置すること。 
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4.出力同時ON防止機能について 

本ICは、PHASE切換え時に発生する貫通電流を防止する貫通電流防止回路内蔵である。PHASE、

ENABLEの切換え時の出力ON, OFFの遅延タイムを参考データとして以下に示す。 

 

[参考データ]※typ値 

  シンク側 ソース側 

PHASE切換え時 ON遅延タイム 1.9μs 2.2μs 
(Low→Hi) OFF遅延タイム 0.8μs 1.8μs 
PHASE切換え時 ON遅延タイム 1.4μs 1.7μs 
(Hi→Low) OFF遅延タイム 0.9μs 1.35μs 
ENABLE切換え時 ON遅延タイム 2.15μs 2.75μs 
 OFF遅延タイム 1.2μs 5.8μs 

 

5.ノイズキャンセル機能について 

本ICは、CR端子の定数によって構成されたノイズキャンセル時間tnによってスイッチングON時に

発生するスパイクノイズによる誤動作を防ぐ。ノイズキャンセル時間tnは、CR端子の内部抵抗と

外付け定数により決定する。また、同定数にてスイッチングOFF時間も設定する。 

図1にCR端子内部構成図, 図2にCR端子定数の設定範囲図を示す。 

 

ロジック電圧VCC=5V時の計算式 

CR端子電圧E1=VCC×R/(R1＋R2＋R) [V] 

ノイズキャンセル時間≒(R1＋R2)×C×ln{(E1-1.5)/(E1-4.0)} [s] 

スイッチングOFF時間toff≒－R×C×ln(1.5/E1) [s] 

CR端子部の内部抵抗：R1=1kΩ,R2=300Ω(typ値) 

 

＊P14、図2のCR定数設定範囲図は、参考値としてスイッチングOFF時間を8μ～100μsまでの設定

とした場合のデータである。設定範囲以外でスイッチング時間を100μs以上にすることも可能で

ある。ただし、数千pF以上のコンデンサを使用する場合などノイズキャンセル時間が長くなり、

出力電流が設定電流より多く流れることがある。また、スイッチングOFF時間が長くなることに

より、出力電流のリップルが大きくなり、平均電流を低下させ回転効率を低下させる場合があ

る。スイッチングOFF時間を100μs以内にする場合は、図2のCR定数設定範囲を推奨する。 

 

CR端子内部構成図 

 

C:470pF
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スイッチングOFF時間CR設定範囲図 
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